
 

 

  

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
詳しくは WEB をご覧ください 

妊産婦の方の 

利用証（赤） 

広島県からのお知らせ 

・多胎児の場合は出産後３年まで 

 

 

【手続に必要なもの】 

① 交付申請書 ② 母子健康手帳（多胎児の場合は各々の手帳） 

③ 利用証（※お持ちの方） ④ 本人確認書類（※代理の方が手続をされる場合） 

これまで妊娠 7 か月～出産後 1 年 6 か月まで 

「思いやり駐車場」は、歩行や車の乗り降りが難しい方が、公共施

設や商業施設等を安心して利用できるよう、施設を利用される皆様

の「思いやり」と「譲り合い」の暖かい心で進めている制度です。 

この度、妊産婦の方について、駐車場利用の安全性の向上などから、 

利用期間を見直すこととしました。 

広島県 健康福祉局 地域共生社会推進課 

電話：０８２-５１３-３１４４ 広島県思いやり駐車場 検 索 

・妊娠７か月～出産後２年まで 

お問い合わせ  

令和５年６月から 

～ 6 月１日より前に利用証の交付を受けられている方へ ～ 

交付済みの利用証についても、ご本人の希望に応じて有効期限を延長できます。 

延長や再発行を希望される場合は、交付時と同様に申請手続を行ってください。 



 

 

 

      「思いやり駐車場」利用制度に係る妊産婦の利用期間の見直しについて 

令和 5 年 5 月 広島県地域共生社会推進課 

１ 背景 

〇 多くの府県が共同して進めている当該制度について、昨今、複数の自治体（県）におい

て，多胎児（出産の約 1％）に配慮する利用期間の見直しが行われている。また今般、本

県内の当事者からも同様の意見が寄せられたほか、今後の見直しの可能性等について一

部市町から問い合わせを受けたところである。 

〇 本県では、妊産婦の利用期間については、子が歩き始める時期（乗降時の障壁低下）を

勘案して「1 年 6 か月」としているが、発育には個人差があり、また多胎児に多い低出生

体重児（2,500ｇ未満）の場合には、一時的な発達過程の遅れもあることから、当該見直し

の要否等について、実態把握を行い検討することとした。 
 

２ 当事者の利用実態等（多胎児世帯へのヒアリング結果等） 

〇自家用車の利用状況 

 外出には、自家用車が主な移動手段であり、ベビーカーが大きくて出し入れが可能なよ

り広い場所が必要となる。駐車区画に入れる前に荷物の搬出や、駐車できる場所・施設等

を選んで利用する必要が生じる。 等 

〇手間や注意点 

 外出には多くの子供用の荷物を備える必要がある。また、歩きだす・触りだすなど、興

味関心で行動を始める子（複数）に対して一層の注意が必要となる。ベビーカーが単なる

移動目的だけでなく、乗せることで子供の安全を確保する用途を兼ねて使用しており、そ

のため使用期間も長くなる。 等 

〇思いやり駐車場の利用期間（希望） 

複数の子を見ていく上で、単体児と同じ期間設定では難しいという意見が多数。また、

実経験からコミュニケーションが取れるようになる「3 歳まで」の希望が多い。 

〇関係者意見（市町保健師） 

  多胎児の場合、早産が多いことから、一時的な発育遅れることも予想される。 

また、多胎児に限らず、通常、１歳半頃までには歩くようになると見込まれるが、その

頃に自己主張を始める時期を迎える。保護者は新たにその世話が必要となることを踏まえ

ると、単胎児でも 2 歳頃までは利用可能とする配慮も検討されたい。 
 

３ 考察及び対応方針 

 〇 多胎世帯に係る駐車区画の利用は、「乗降時にかかる障壁の逓減」に加えて、当事者特

有の障壁や苦労があり、必要な配慮を講じる必要性が認められる。 

〇 また、発育には個人差があり、一人歩きを始める１歳 6 か月と同時期には自我が芽生え

て行動を始めることから、子への新たな注意・見守りや対処が必要となる。 

〇 子の発育過程や実情を踏まえて、安全・安心な駐車場利用に資するよう、見直しの必要

性が認められるので、利用期限を『出生（予定日）から２年間（多胎の場合は３年間）』

へ改めることが適当である。 

（見直しによる影響） 

 〇 利用者の対象別割合（シェア）について、妊産婦は約 10％（県内の利用者約 9 万人のう

ち約 9,000 人）であり、期限延長による妊産婦割合は約 3%程度の利用増と見込まれること

から、他の利用者への影響は限定的であると解される。 


